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岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」
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　本市では市北部の阿知和地区に新たな工業団地を整備するため、令和９年３月末の完了を目
指し、造成工事を進めています。企業誘致は、新たな雇用の創出や税収の増加などの効果が期
待され、地域経済のさらなる発展を目指せる、まさに「稼げる岡崎」を実現するための事業です。
　近況として、７月12日から13日の夜間にかけ東名高速道路を通行止めにし、高速道路を
跨
また

ぐ橋の架設工事を実施しました。私も現地に赴き工事の様子を見守る中、関係者のみなさ
まのご協力により安全に施工することができ感謝いたします。また８月23日・24日に開催
した工事現場の見学会には親子連れなど164人の参加があり、広大な敷地や多種多様な大型
建設重機の見学、運転席への搭乗体験をしていただきました。さらに、この工業団地と一体
で整備を進めている本市初のスマートインターチェンジの名称を検討するにあたり、アン
ケートにより広く意見を募りたいと考えています。本市の北の玄関口として、市民や地域
にとって親しみやすく、高速道路利用者に分かりやすい名称になるように、候補をお示し
して実施しますので、ぜひ御意見をお寄せいただきますようお願いいたします。

阿知和地区工業団地と
本市初のスマートインターチェンジ

アンケートについ
ては、27ページを
ご覧ください。

でした。むしろ多くの研究者と知り合える喜びが大き
かったのかもしれません」とプラスに捉え、細胞研究で
の新しい発見につなげていきます。
　「岡崎の研究所は生物とまっすぐに向き合い、高いレベ
ルの研究を続けて世界の生物研究を牽引しています。人間
の生活をより良くするためにはそのベースとなる自然のこと
を知らないといけない。それを知ることで大きな発見を実
現できる研究所でありたい。そしてこれまでもそうだった
ように岡崎に行けば面白い研究ができる、そんな場所で
あり続けたい」と所長としての意気込みを語ります。研
究所には大学院生も含め、共同研究により若い人材が集
まっています。「先輩の言葉ですが『やって・みなけりゃ・
わからない（YMW）』。現代はネット上に情報があふれて
いますが、躊躇せず手を動かし足を使って、実際のもの
を見て欲しい」と若い世代へ期待を込めたメッセージも。
　コロナ禍もあり6年ぶりに通常開催となる基礎生物学
研究所の一般公開。「小さいお子さんにも楽しんでもら
える内容で、事前予約も不要なので多くの人に来ていた
だきたい」と自ら先頭に立ち準備を進めています。世界
最先端の研究に触れられる機会は、滅多にありません。
ぜひこの機会に研究所へ足を運んでみてください。




